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論文題目 青年期における境界例心性と家族構造・家族コミュニケーションとの関連 

 

本 文 概 要 

【問題と目的】これまで，青年期心性と BPDが類似していることは指摘されていたが（成田 1989），

近年，青年期においてみられる BPD的な心的様相を「境界例心性」として捉える研究が報告されるよ

うになった（江上，2010）。BPDの形成には家族要因が関連するのと同様に，境界例心性でも家族要因

が影響する（大家，2006；古川・北山，2004）。家族要因のひとつとして，コミュニケーションの不全

の観点からも検討されており，松野・野末（2015）の研究では，両親の夫婦関係よりも否定的な家族

コミュニケーションに対する認知の方が境界例心性との関連が強く，家族内で交わされるコミュニケ

ーションの質が重要な要因であること，子どもを交えて直接的に行われる相互作用（コミュニケーシ

ョン）の影響が大きいことを推察している。よって，2者関係のみならず，家族全体として捉えるこ

とも重要であると言えるだろう。境界例心性を示す子どもと家族の関係性については，これまで母－

子の 2者間での研究が中心であり，父親との関係性についての知見が少ないことも挙げられる。家族

の多くは母親－父親－子どもの 3者を主体とするものであることを考えると，境界例心性の家族研究

においても，3者間での家族構造に着目する必要がある。本研究では，境界例心性と家族コミュニー

ション，3者間での家族構造との関連の検討，またどのような家族の在り方が境界例心性の程度を決

定しているのかを探索的に検討することを目的とする。 

【方法】大学生，その他含めた 232名に対し，無記名式のアンケート調査を行った。調査は，➀フェイ

ス・シート（年齢，性別，主たる男性および女性養育者について，家族構成，生活形態）➁境界例心性

質問紙（安立，1999）➂家族コミュニケーション尺度（草田・山田，1998）➃家族構造測定尺度（狐塚

他，2007）で構成され，インターネット上で配布・回収を行った。 

【結果と考察】本研究では，境界例心性と家族コミュニーション，3者間での家族構造との関連の検討，

またどのような家族の在り方が境界例心性の程度を決定しているのかを探索的に検討するために，相

関分析と 2要因分散分析を行った。境界例心性と家族コミュニケーションでは，「明確なコミュニケー

ション」といった肯定的な家族内のコミュニケーションがあると認知していると，境界例心性の程度が

低い可能性が示唆された。境界例心性と 3者間での家族構造では，「結びつき」「勢力」「開放性」が高

まることによって境界例心性が低減される可能性が示唆された。家族関係を相互的に評定する「結びつ

き」「勢力」に関しては，いずれも子どもと両親との関係が重要であり，その強度は適度であることが

望ましいと考えられた。「開放性」に関しては，子どもと母親の開放性が強まることで，子どもの境界

例心性の強度が低減される可能性が示唆された。よって，家族成員が適度に距離を保ちつつ，外界との

つながりを持つことで健康的な家族構造が形成されることが推察された。また，父子，母子関係ともに

境界例心性に同様の影響力があることが示された。青年期の境界例心性には父親の存在も母親と同様

に重要であること推察される。境界例心性の低減には，父親の存在も重要視された上で，適度な結びつ

きを保てており，子どもが両親に対して積極的に発言するなど自己表現できること，また家族以外とも

つながりを持てていること，そのなかで明確である肯定的なコミュニケーションがなされていること

が重要であると考えられた。境界例心性の支援においては，境界例心性を示す者に対する個別の支援や

両親のカップル・セラピーにとどまらず，家族全体を支援対象とし，家族に対する心理教育プログラム

の開発や家族合同面接などの介入方法を立案していくことが求められるのではないだろうか。 


